
3

（
２

）
設

置
経

費
の

財
源

の
考

え
方

◇
設

置
経

費
の

財
源

は
，

申
請

時
点

で
負

債
性

の
な

い
自

己
資

金
で

保
有

し
て

い
る

こ
と

が
必

要
。

◇
保

有
形

態
は

，
現

金
預

金
の

ほ
か

国
債

等
の

有
価

証
券

で
一

定
の

要
件

を
満

た
す

も
の

で
も

可
。

◇
設

置
経

費
の

財
源

は
，

申
請

時
点

で
負

債
性

の
な

い
自

己
資

金
で

保
有

し
て

い
る

こ
と

が
必

要
。

◇
保

有
形

態
は

，
現

金
預

金
の

ほ
か

国
債

等
の

有
価

証
券

で
一

定
の

要
件

を
満

た
す

も
の

で
も

可
。

貸
借

対
照

表
を

基
礎

と
す

る
財

源
の

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
（

基
本

的
な

考
え

方
）

①
【

現
金

預
金

－
（

流
動

負
債

＋
第

４
号

基
本

金
）

】
が

設
置

経
費

を
上

回
っ

て
い

る
か

。

②
前

受
金

以
外

の
流

動
負

債
に

対
応

し
た

資
産

を
有

す
る

場
合

，
そ

れ
ら

を
除

い
た

上
で

上
記

①
が

設
置

経
費

を
上

回
っ

て
い

る
か

。

上
回

っ
て

い
な

い

③
設

置
経

費
の

支
払

時
期

ま
で

に
現

金
化

出
来

る
有

価
証

券
（

注
１

）
が

あ
る

場
合

，
そ

れ
を

財
源

に
加

え
た

上
で

上
記

①
が

設
置

経
費

を
上

回
っ

て
い

る
か

。

上
回

っ
て

い
な

い

財
源

を
，

負
債

性
の

な
い

自
己

資
金

等
で

保
有

し
て

い
る

。

上
回

っ
て

い
な

い

財
源

の
説

明
が

つ
か

な
い

。
計

画
の

見
直

し
が

必
要

。
（

注
２

）

上
回

っ
て

い
る

上
回

っ
て

い
る

上
回

っ
て

い
る

（
注

１
）

審
査

基
準

第
一

の
一

の
（

十
）

の
オ

（
財

源
の

保
有

形
態

）
に

留
意

が
必

要
。

（
注

２
）

第
４

号
基

本
金

に
対

応
し

た
資

産
や

設
置

財
源

に
充

当
で

き
る

特
定

資
産

を
保

有
し

て
い

る
場

合
は

，
個

別
に

ご
相

談
い

た
だ

き
た

い
。
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4

（
３

）
負

債
率

◇
「

学
校

法
人

の
寄

附
行

為
及

び
寄

附
行

為
の

変
更

の
認

可
に

関
す

る
審

査
基

準
」

で
規

定
し

て
い

る
「

負
債

率
」

は
，

「
総

資
産

額
」

に
占

め
る

「
前

受
金

を
除

く
総

負
債

額
」

の
割

合
。

◇
こ

の
「

負
債

率
」

は
，

日
本

私
立

学
校

振
興

・
共

済
事

業
団

が
毎

年
度

作
成

し
て

い
る

「
今

日
の

私
学

財
政

」
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
「

総
負

債
比

率
」

や
「

負
債

比
率

」
と

は
算

出
方

法
が

異
な

る
の

で
留

意
が

必
要

。

◇
「

学
校

法
人

の
寄

附
行

為
及

び
寄

附
行

為
の

変
更

の
認

可
に

関
す

る
審

査
基

準
」

で
規

定
し

て
い

る
「

負
債

率
」

は
，

「
総

資
産

額
」

に
占

め
る

「
前

受
金

を
除

く
総

負
債

額
」

の
割

合
。

◇
こ

の
「

負
債

率
」

は
，

日
本

私
立

学
校

振
興

・
共

済
事

業
団

が
毎

年
度

作
成

し
て

い
る

「
今

日
の

私
学

財
政

」
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
「

総
負

債
比

率
」

や
「

負
債

比
率

」
と

は
算

出
方

法
が

異
な

る
の

で
留

意
が

必
要

。

①
負

債
率

（
審

査
基

準
）

総
資

産
額

に
占

め
る

前
受

金
を

除
く

総
負

債
額

の
割

合

(総
負

債
額

4
0
0
 －

前
受

金
2
0
0
) 

÷
総

資
産

額
1
,0

0
0
 ×

1
0
0
 ＝

2
0
％

③
負

債
比

率
（

私
学

事
業

団
「

今
日

の
私

学
財

政
」

）
自

己
資

金
(基

本
金

＋
事

業
活

動
収

支
差

額
)に

占
め

る
総

負
債

額
の

割
合

総
負

債
額

4
0
0
 ÷

自
己

資
金

6
0
0
(※

) 
×

1
0
0
 ＝

6
6
.7

％

※
自

己
資

金
＝

基
本

金
＋

事
業

活
動

収
支

差
額

②
総

負
債

比
率

（
私

学
事

業
団

「
今

日
の

私
学

財
政

」
）

総
資

産
額

に
占

め
る

総
負

債
額

の
割

合

総
負

債
額

4
0
0
 ÷

総
資

産
額

1
,0

0
0
 ×

1
0
0
 ＝

4
0
％

２
．

負
債

率
等

の
算

出
方

法
１

．
貸

借
対

照
表

の
状

況

総
資

産
額

1
,0

0
0

基
本

金
5
0
0

総
負

債
額

4
0
0

事
業

活
動

収
支

差
額

1
0
0

自
己

資
金

6
0
0

う
ち

前
受

金
2
0
0
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5

◇
「

学
校

法
人

の
寄

附
行

為
及

び
寄

附
行

為
の

変
更

の
認

可
に

関
す

る
審

査
基

準
」

で
規

定
し

て
い

る
「

負
債

償
還

率
」

は
，

「
事

業
活

動
収

入
」

に
占

め
る

「
負

債
償

還
額

（
元

本
＋

利
息

）
」

の
割

合
。

◇
「

負
債

償
還

率
」

を
算

出
す

る
際

，
「

短
期

借
入

金
」

を
除

外
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
が

，
こ

の
「

短
期

借
入

金
」

は
，

「
学

校
法

人
会

計
基

準
」

に
お

け
る

「
短

期
借

入
金

」
と

は
取

り
扱

い
が

異
な

る
の

で
，

留
意

が
必

要
。

◇
「

学
校

法
人

の
寄

附
行

為
及

び
寄

附
行

為
の

変
更

の
認

可
に

関
す

る
審

査
基

準
」

で
規

定
し

て
い

る
「

負
債

償
還

率
」

は
，

「
事

業
活

動
収

入
」

に
占

め
る

「
負

債
償

還
額

（
元

本
＋

利
息

）
」

の
割

合
。

◇
「

負
債

償
還

率
」

を
算

出
す

る
際

，
「

短
期

借
入

金
」

を
除

外
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
が

，
こ

の
「

短
期

借
入

金
」

は
，

「
学

校
法

人
会

計
基

準
」

に
お

け
る

「
短

期
借

入
金

」
と

は
取

り
扱

い
が

異
な

る
の

で
，

留
意

が
必

要
。

①
算

出
方

法

（
借

入
金

等
返

済
支

出
＋

借
入

金
等

利
息

支
出

）
÷

事
業

活
動

収
入

×
1
0
0
 ≦

 2
0
％

②
短

期
借

入
金

の
取

扱
い

ア
「

学
校

法
人

の
寄

附
行

為
及

び
寄

附
行

為
の

変
更

の
認

可
に

関
す

る
審

査
基

準
」

上
の

取
扱

い
借

入
を

行
う

年
度

内
に

償
還

期
限

が
到

来
す

る
も

の
に

限
る

（
借

入
時

期
と

償
還

期
限

が
同

一
年

度
内

）

イ
「

学
校

法
人

会
計

基
準

」
上

の
取

扱
い

償
還

期
限

が
貸

借
対

照
表

日
後

１
年

以
内

に
到

来
す

る
も

の
（

借
入

時
期

と
償

還
期

限
が

年
度

を
ま

た
ぐ

）

・
短

期
借

入
金

（
借

入
を

行
う

年
度

内
に

償
還

期
限

が
到

来
す

る
も

の
に

限
る

）
は

除
外

す
る

こ
と

が
可

能
。

・
借

入
金

を
繰

上
償

還
し

た
場

合
は

，
当

該
償

還
額

は
除

外
す

る
こ

と
が

可
能

。

（
４

）
負

債
償

還
率

- 90 -



（
５

）
管

理
運

営
体

制
等

6

大
学

等
を

設
置

す
る

学
校

法
人

に
ふ

さ
わ

し
い

管
理

運
営

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
必

要

ア
理

事
長

の
資

質

・
業

務
の

全
般

に
つ

い
て

主
導

的
な

役
割

等
を

果
た

す
た

め
に

必
要

な
知

識
又

は
経

験

イ
理

事
体

制
の

整
備

・
理

事
相

互
間

の
情

報
及

び
意

見
交

換
の

機
会

の
十

分
な

確
保

ウ
他

の
学

校
法

人
の

役
員

と
の

兼
職

の
制

限
，

役
員

の
構

成
（

教
学

側
の

意
向

が
適

切
に

反
映

さ
れ

る
構

成
）

エ
監

事
の

支
援

体
制

の
整

備

・
業

務
や

財
務

に
係

る
情

報
提

供
，

内
部

監
査

部
門

等
と

の
情

報
共

有
，

監
事

業
務

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
人

員
の

配
置

オ
管

理
運

営
上

必
要

な
諸

規
程

の
整

備
（

以
下

参
照

）

カ
（

偽
り

や
不

正
行

為
に

よ
り

）
不

認
可

期
間

の
設

定
の

適
用

を
受

け
た

者
が

特
定

期
間

を
経

過
し

た
後

に

申
請

す
る

場
合

，
再

発
防

止
の

た
め

の
必

要
な

措
置

な
ど

大
学

等
を

設
置

す
る

学
校

法
人

に
ふ

さ
わ

し
い

管
理

運
営

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
必

要

ア
理

事
長

の
資

質

・
業

務
の

全
般

に
つ

い
て

主
導

的
な

役
割

等
を

果
た

す
た

め
に

必
要

な
知

識
又

は
経

験

イ
理

事
体

制
の

整
備

・
理

事
相

互
間

の
情

報
及

び
意

見
交

換
の

機
会

の
十

分
な

確
保

ウ
他

の
学

校
法

人
の

役
員

と
の

兼
職

の
制

限
，

役
員

の
構

成
（

教
学

側
の

意
向

が
適

切
に

反
映

さ
れ

る
構

成
）

エ
監

事
の

支
援

体
制

の
整

備

・
業

務
や

財
務

に
係

る
情

報
提

供
，

内
部

監
査

部
門

等
と

の
情

報
共

有
，

監
事

業
務

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
人

員
の

配
置

オ
管

理
運

営
上

必
要

な
諸

規
程

の
整

備
（

以
下

参
照

）

カ
（

偽
り

や
不

正
行

為
に

よ
り

）
不

認
可

期
間

の
設

定
の

適
用

を
受

け
た

者
が

特
定

期
間

を
経

過
し

た
後

に

申
請

す
る

場
合

，
再

発
防

止
の

た
め

の
必

要
な

措
置

な
ど

＜
学

校
法

人
の

管
理

運
営

上
必

要
な

諸
規

程
の

例
＞

【
組

織
・

総
務

関
係

】
組

織
規

程
，

事
務

分
掌

規
程

，
稟

議
規

程
，

文
書

取
扱

（
接

受
，

保
管

）
規

程
，

公
印

取
扱

規
程

，
個

人
情

報
保

護
に

関
す

る
規

程
，

情
報

公
開

に
関

す
る

規
程

，
公

益
通

報
に

関
す

る
規

程
【

人
事

・
給

与
関

係
】

就
業

規
則

，
教

職
員

任
免

規
程

，
定

年
規

程
，

役
員

報
酬

規
程

（
支

給
す

る
場

合
）

，
教

職
員

給
与

規
程

，
役

員
退

職
金

支
給

規
程

（
支

給
す

る
場

合
）

，
教

職
員

退
職

金
支

給
規

程
，

旅
費

規
程

【
財

務
関

係
】

会
計

・
経

理
規

程
，

固
定

資
産

管
理

規
程

，
物

品
管

理
規

程
，

資
産

運
用

に
関

す
る

規
程

な
ど

＜
学

校
法

人
の

管
理

運
営

上
必

要
な

諸
規

程
の

例
＞

【
組

織
・

総
務

関
係

】
組

織
規

程
，

事
務

分
掌

規
程

，
稟

議
規

程
，

文
書

取
扱

（
接

受
，

保
管

）
規

程
，

公
印

取
扱

規
程

，
個

人
情

報
保

護
に

関
す

る
規

程
，

情
報

公
開

に
関

す
る

規
程

，
公

益
通

報
に

関
す

る
規

程
【

人
事

・
給

与
関

係
】

就
業

規
則

，
教

職
員

任
免

規
程

，
定

年
規

程
，

役
員

報
酬

規
程

（
支

給
す

る
場

合
）

，
教

職
員

給
与

規
程

，
役

員
退

職
金

支
給

規
程

（
支

給
す

る
場

合
）

，
教

職
員

退
職

金
支

給
規

程
，

旅
費

規
程

【
財

務
関

係
】

会
計

・
経

理
規

程
，

固
定

資
産

管
理

規
程

，
物

品
管

理
規

程
，

資
産

運
用

に
関

す
る

規
程

な
ど

①
管

理
運

営
体

制
①

管
理

運
営

体
制
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学
校

等
の

管
理

運
営

に
お

い
て

，
適

正
を

欠
く

事
実

が
な

い
こ

と
が

必
要

。
こ

の
場

合
，

以
下

の
事

項
に

留
意

。

ア
法

令
に

基
づ

く
登

記
，

届
出

，
報

告
等

の
適

正
な

実
施

イ
役

員
間

，
教

職
員

間
又

は
こ

れ
ら

の
者

の
間

に
お

け
る

訴
訟

そ
の

他
の

紛
争

ウ
日

本
私

立
学

校
振

興
・

共
済

事
業

団
か

ら
の

借
入

金
の

償
還

，
そ

の
徴

収
す

る
掛

金
，

公
租

公
課

の
支

払
状

況

エ
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
利

用
そ

の
他

の
適

切
な

方
法

に
よ

る
財

務
情

報
の

公
表

の
状

況

学
校

等
の

管
理

運
営

に
お

い
て

，
適

正
を

欠
く

事
実

が
な

い
こ

と
が

必
要

。
こ

の
場

合
，

以
下

の
事

項
に

留
意

。

ア
法

令
に

基
づ

く
登

記
，

届
出

，
報

告
等

の
適

正
な

実
施

イ
役

員
間

，
教

職
員

間
又

は
こ

れ
ら

の
者

の
間

に
お

け
る

訴
訟

そ
の

他
の

紛
争

ウ
日

本
私

立
学

校
振

興
・

共
済

事
業

団
か

ら
の

借
入

金
の

償
還

，
そ

の
徴

収
す

る
掛

金
，

公
租

公
課

の
支

払
状

況

エ
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
利

用
そ

の
他

の
適

切
な

方
法

に
よ

る
財

務
情

報
の

公
表

の
状

況

＜
管

理
運

営
体

制
，

管
理

運
営

状
況

，
事

務
処

理
体

制
に

つ
い

て
の

留
意

点
（

主
な

指
摘

例
）

＞

○
役

員
，

評
議

員
の

構
成

が
特

定
の

親
族

や
高

齢
に

偏
向

○
監

事
の

職
務

執
行

状
況

や
監

事
を

機
能

さ
せ

る
た

め
の

支
援

体
制

・
取

組
が

不
十

分

○
役

員
が

法
人

の
運

営
状

況
を

把
握

す
る

た
め

の
体

制
が

不
十

分
（

理
事

長
の

出
勤

状
況

，
理

事
・

監
事

の
理

事
会

等
へ

の
出

席
状

況
，

理
事

会
の

開
催

頻
度

，
理

事
会

・
評

議
員

会
の

遠
隔

地
で

の
開

催
な

ど
）

○
役

員
，

評
議

員
の

選
任

方
法

が
不

適
切

（
遡

及
し

た
選

任
，

理
事

会
等

の
承

認
を

経
ず

に
選

任
な

ど
）

○
理

事
会

，
評

議
員

会
の

運
営

が
不

適
切

（
開

催
順

序
の

誤
り

，
書

面
に

よ
る

持
ち

回
り

，
理

事
会

，
評

議
員

会
の

同
時

開
催

，
白

紙
委

任
な

ど
）

○
学

校
法

人
と

理
事

長
個

人
が

利
益

相
反

行
為

に
あ

た
る

契
約

を
締

結

○
資

金
管

理
が

不
適

切
（

関
連

法
人

へ
の

不
適

切
な

担
保

提
供

，
書

面
に

よ
る

確
認

の
な

い
ま

ま
の

債
務

保
証

な
ど

）

○
財

務
関

係
書

類
等

の
備

え
付

け
が

遅
延

，
作

成
す

べ
き

書
類

が
未

作
成

○
法

令
に

基
づ

く
登

記
の

不
備

（
代

表
権

の
登

記
，

資
産

総
額

変
更

登
記

な
ど

）

○
財

務
関

係
書

類
の

利
害

関
係

人
へ

の
閲

覧
（

閲
覧

対
象

書
類

，
閲

覧
の

対
象

者
）

が
不

十
分

○
財

務
状

況
の

一
般

公
開

（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
）

が
未

実
施

又
は

不
十

分

○
休

校
中

の
学

校
等

や
休

止
中

の
収

益
事

業
に

つ
い

て
，

今
後

の
取

扱
い

が
未

定

＜
管

理
運

営
体

制
，

管
理

運
営

状
況

，
事

務
処

理
体

制
に

つ
い

て
の

留
意

点
（

主
な

指
摘

例
）

＞

○
役

員
，

評
議

員
の

構
成

が
特

定
の

親
族

や
高

齢
に

偏
向

○
監

事
の

職
務

執
行

状
況

や
監

事
を

機
能

さ
せ

る
た

め
の

支
援

体
制

・
取

組
が

不
十

分

○
役

員
が

法
人

の
運

営
状

況
を

把
握

す
る

た
め

の
体

制
が

不
十

分
（

理
事

長
の

出
勤

状
況

，
理

事
・

監
事

の
理

事
会

等
へ

の
出

席
状

況
，

理
事

会
の

開
催

頻
度

，
理

事
会

・
評

議
員

会
の

遠
隔

地
で

の
開

催
な

ど
）

○
役

員
，

評
議

員
の

選
任

方
法

が
不

適
切

（
遡

及
し

た
選

任
，

理
事

会
等

の
承

認
を

経
ず

に
選

任
な

ど
）

○
理

事
会

，
評

議
員

会
の

運
営

が
不

適
切

（
開

催
順

序
の

誤
り

，
書

面
に

よ
る

持
ち

回
り

，
理

事
会

，
評

議
員

会
の

同
時

開
催

，
白

紙
委

任
な

ど
）

○
学

校
法

人
と

理
事

長
個

人
が

利
益

相
反

行
為

に
あ

た
る

契
約

を
締

結

○
資

金
管

理
が

不
適

切
（

関
連

法
人

へ
の

不
適

切
な

担
保

提
供

，
書

面
に

よ
る

確
認

の
な

い
ま

ま
の

債
務

保
証

な
ど

）

○
財

務
関

係
書

類
等

の
備

え
付

け
が

遅
延

，
作

成
す

べ
き

書
類

が
未

作
成

○
法

令
に

基
づ

く
登

記
の

不
備

（
代

表
権

の
登

記
，

資
産

総
額

変
更

登
記

な
ど

）

○
財

務
関

係
書

類
の

利
害

関
係

人
へ

の
閲

覧
（

閲
覧

対
象

書
類

，
閲

覧
の

対
象

者
）

が
不

十
分

○
財

務
状

況
の

一
般

公
開

（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
）

が
未

実
施

又
は

不
十

分

○
休

校
中

の
学

校
等

や
休

止
中

の
収

益
事

業
に

つ
い

て
，

今
後

の
取

扱
い

が
未

定

②
管

理
運

営
状

況
，

事
務

処
理

状
況

②
管

理
運

営
状

況
，

事
務

処
理

状
況

7
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大
学

等
を

設
置

す
る

学
校

法
人

に
ふ

さ
わ

し
い

財
務

状
況

等
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

。
こ

の
場

合
，

以
下

の
事

項
に

留
意

。

ア
収

支
バ

ラ
ン

ス
，

ス
ト

ッ
ク

の
状

況
，

及
び

各
種

財
務

関
係

比
率

の
状

況

イ
財

政
計

画
の

作
成

状
況

ウ
寄

附
金

，
補

助
金

の
収

納
状

況

大
学

等
を

設
置

す
る

学
校

法
人

に
ふ

さ
わ

し
い

財
務

状
況

等
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

。
こ

の
場

合
，

以
下

の
事

項
に

留
意

。

ア
収

支
バ

ラ
ン

ス
，

ス
ト

ッ
ク

の
状

況
，

及
び

各
種

財
務

関
係

比
率

の
状

況

イ
財

政
計

画
の

作
成

状
況

ウ
寄

附
金

，
補

助
金

の
収

納
状

況

＜
財

務
状

況
等

に
お

け
る

主
な

指
摘

例
＞

○
事

業
活

動
収

支
差

額
が

マ
イ

ナ
ス

の
状

態
で

継
続

○
事

業
活

動
支

出
に

対
す

る
教

育
研

究
経

費
の

割
合

が
同

系
統

の
大

学
等

を
設

置
す

る
学

校
法

人
に

比
べ

て
低

い

（
低

下
傾

向
に

あ
る

）

○
学

生
生

徒
等

納
付

金
に

対
す

る
経

常
経

費
支

出
の

割
合

が
同

系
統

の
大

学
等

を
設

置
す

る
学

校
法

人
に

比
べ

て

低
い

○
負

債
率

や
負

債
償

還
率

が
高

い

○
収

支
の

均
衡

を
前

提
と

し
た

中
長

期
的

な
財

政
計

画
の

策
定

・
実

施
等

，
財

政
基

盤
の

安
定

確
保

○
既

設
校

の
定

員
未

充
足

の
改

善

○
補

助
金

の
確

実
な

収
納

○
設

置
経

費
の

財
源

と
し

て
適

当
と

認
め

ら
れ

る
寄

附
金

で
あ

る
こ

と
の

説
明

＜
財

務
状

況
等

に
お

け
る

主
な

指
摘

例
＞

○
事

業
活

動
収

支
差

額
が

マ
イ

ナ
ス

の
状

態
で

継
続

○
事

業
活

動
支

出
に

対
す

る
教

育
研

究
経

費
の

割
合

が
同

系
統

の
大

学
等

を
設

置
す

る
学

校
法

人
に

比
べ

て
低

い

（
低

下
傾

向
に

あ
る

）

○
学

生
生

徒
等

納
付

金
に

対
す

る
経

常
経

費
支

出
の

割
合

が
同

系
統

の
大

学
等

を
設

置
す

る
学

校
法

人
に

比
べ

て

低
い

○
負

債
率

や
負

債
償

還
率

が
高

い

○
収

支
の

均
衡

を
前

提
と

し
た

中
長

期
的

な
財

政
計

画
の

策
定

・
実

施
等

，
財

政
基

盤
の

安
定

確
保

○
既

設
校

の
定

員
未

充
足

の
改

善

○
補

助
金

の
確

実
な

収
納

○
設

置
経

費
の

財
源

と
し

て
適

当
と

認
め

ら
れ

る
寄

附
金

で
あ

る
こ

と
の

説
明

③
財

務
状

況
等

③
財

務
状

況
等

8
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２
．

申
請

手
続

等
の

流
れ

２
．

申
請

手
続

等
の

流
れ

と
審

査
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

1
0
月

1
2
月

５
月

６
月

７
月

８
月

1
0
月

末
３

月
末

分
科

会
分

科
会

分
科

会
分

科
会

申 請
諮 問

申 請
諮 問

追 加 書 類 提 出 ① ②

意 見 伝 達 ②

意 見 回 答 ②

答 申 ① ②

認 可 ① ②

面 接 ・ 書 面 審 査 ②

（ 実 地 審 査 ） ②
①

大
学

等
設

置
②

学
部

等
設

置

（ 文 科 省 ホ ー ム ペ ー ジ ）

申 請 書 類 の 公 開

設 置 構 想 審 査 ： 面 接 ①

学 生 確 保 等 審 査 ： 書 面 ①

学 生 確 保 等 審 査 ： 書 面 ②

1
1
月

４
月

～
２

月
３

月

意 見 伝 達 ①

意 見 回 答 ①

（ 実 地 審 査 ） ①

面 接 ・ 書 面 審 査 ①

9

よ
り

充
実

し
た

審
査

を
行

う
た

め
に

審
査

期
間

を
延

長
す

る
と

と
も

に
，

認
可

後
に

余
裕

を
も

っ
て

学
生

募
集

が
行

え
る

よ
う

，
認

可
時

期
の

早
期

化
を

実
施

。
（

平
成

２
８

年
度

開
設

案
件

か
ら

）
【

大
学

等
新

設
案

件
】

申
請

期
限

開
設

前
々

年
度

の
３

月
末

同
1
0
月

末
（

※
５

ヶ
月

前
倒

し
）

認
可

時
期

開
設

前
年

度
の

1
0
月

末
同

８
月

末
（

※
２

ヶ
月

前
倒

し
）

審
査

期
間

約
７

ヶ
月

約
1
0
ヶ

月
（

※
３

ヶ
月

延
長

）
【

学
部

等
新

設
案

件
】

申
請

期
限

開
設

前
年

度
の

５
月

末
開

設
前

々
年

度
の

３
月

末
（

※
２

ヶ
月

前
倒

し
）

認
可

時
期

開
設

前
年

度
の

1
0
月

末
同

８
月

末
（

※
２

ヶ
月

前
倒

し
）

審
査

期
間

約
５

ヶ
月

約
５

ヶ
月

（
※

変
更

な
し

）

（
１

）
審

査
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
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（
１

）
審

査
体

制

◇
審

査
の

最
初

の
段

階
で

，
理

事
長

（
予

定
者

）
及

び
学

長
予

定
者

を
直

接
面

接
し

，
設

置
の

理
念

な
ど

設
置

構
想

の
根

幹
的

な
事

項
に

つ
い

て
審

査
。

◇
地

元
自

治
体

か
ら

大
学

へ
の

期
待

や
連

携
へ

の
意

識
等

を
確

認
。

◇
審

査
の

最
初

の
段

階
で

，
理

事
長

（
予

定
者

）
及

び
学

長
予

定
者

を
直

接
面

接
し

，
設

置
の

理
念

な
ど

設
置

構
想

の
根

幹
的

な
事

項
に

つ
い

て
審

査
。

◇
地

元
自

治
体

か
ら

大
学

へ
の

期
待

や
連

携
へ

の
意

識
等

を
確

認
。

①
設

置
構

想
審

査
（

大
学

新
設

の
み

）
の

実
施

①
設

置
構

想
審

査
（

大
学

新
設

の
み

）
の

実
施

1
0

◇
必

要
に

応
じ

，
定

員
充

足
し

な
い

場
合

の
財

務
計

画
や

教
育

研
究

へ
の

影
響

に
係

る
基

本
方

針
(認

識
)に

つ
い

て
書

面
に

よ
り

確
認

。
◇

必
要

に
応

じ
，

具
体

的
な

資
金

計
画

等
を

確
認

。

◇
必

要
に

応
じ

，
定

員
充

足
し

な
い

場
合

の
財

務
計

画
や

教
育

研
究

へ
の

影
響

に
係

る
基

本
方

針
(認

識
)に

つ
い

て
書

面
に

よ
り

確
認

。
◇

必
要

に
応

じ
，

具
体

的
な

資
金

計
画

等
を

確
認

。

③
大

幅
な

定
員

未
充

足
が

生
じ

た
場

合
の

対
応

方
針

・
方

策
（

い
わ

ゆ
る

リ
ス

ク
シ

ナ
リ

オ
）

の
確

認
③

大
幅

な
定

員
未

充
足

が
生

じ
た

場
合

の
対

応
方

針
・

方
策

（
い

わ
ゆ

る
リ

ス
ク

シ
ナ

リ
オ

）
の

確
認

◇
経
営
基
盤
の
安
定
確
保
の
た
め
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
，
学
生
確
保
の
観
点
か
ら
審
査
を
実
施
し
，
学
校
法
人
の
健
全

な
経
営
の
確
保
に
必
要
な
指
導
，
助
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
。

※
審

査
の

観
点

等
は

次
項

参
照

◇
経
営
基
盤
の
安
定
確
保
の
た
め
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
，
学
生
確
保
の
観
点
か
ら
審
査
を
実
施
し
，
学
校
法
人
の
健
全

な
経
営
の
確
保
に
必
要
な
指
導
，
助
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
。

※
審

査
の

観
点

等
は

次
項

参
照

②
学

生
確

保
等

に
関

す
る

審
査

の
実

施
②

学
生

確
保

等
に

関
す

る
審

査
の

実
施

３
．

学
校

法
人

分
科

会
に

よ
る

審
査

の
概

要

- 95 -



1
1

＜
学
生
確
保
等
に
関
す
る
審
査
の
主
な
観
点
＞

ア
調
査
結
果
に
客
観
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
か
。
（対
応
例
：回
答
者
の
属
性
を
明
ら
か
に
し
た
第
三
者
の
調
査
，
公
的

機
関
に
よ
る
調
査
）

イ
調
査
の
適
切
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
か
。

・調
査
時
期
は
適
切
か
。
（古
く
な
い
か
）

・調
査
対
象
は
適
切
か
。
（ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
や
受
入
実
績
と
の
整
合
）

・ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
場
合
，
対
象
者
に
必
要
な
情
報
を
明
示
し
て
い
る
か
。

明
示
す
べ
き
事
項
例
：①
学
部
学
科
の
名
称
②
設
置
の
理
念
，
養
成
す
る
人
物
像
③
設
置
場
所
（
ア
ク
セ
ス
）

④
学
生
納
付
金
⑤
競
合
す
る
大
学
・学
部
学
科
等
の
名
称
等

・ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
場
合
，
設
問
項
目
は
適
切
か
。
（入
学
の
意
思
を
明
確
に
確
認
で
き
る
設
問
か
，
単
な
る
意
識
調

査
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
か
）

ウ
重
層
的
な
調
査
（確
認
）が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
（対
応
例
：高
校
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
，
競
合
校
の
状
況
（
全
国
的

な
状
況
，
近
隣
の
状
況
），
学
校
基
本
調
査
や
志
願
動
向
調
査
に
基
づ
く
自
己
分
析
を
実
施
）

エ
既
設
校
に
お
い
て
定
員
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。
（対
応
例
：学
部
学
科
の
改
編
，
未
充
足
学
部
等
の
定
員
縮
小
）

オ
学
生
納
付
金
の
設
定
は
適
切
か
。
（対
応
例
：既
設
学
部
や
近
隣
の
競
合
校
等
の
状
況
を
把
握
・
分
析
）

カ
学
生
確
保
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
を
組
織
的
に
行
っ
て
い
る
か
。

キ
長
期
的
か
つ
安
定
的
に
入
学
定
員
を
上
回
る
入
学
希
望
者
が
い
る
こ
と
の
合
理
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

＜
学
生
確
保
等
に
関
す
る
審
査
の
主
な
観
点
＞

ア
調
査
結
果
に
客
観
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
か
。
（対
応
例
：回
答
者
の
属
性
を
明
ら
か
に
し
た
第
三
者
の
調
査
，
公
的

機
関
に
よ
る
調
査
）

イ
調
査
の
適
切
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
か
。

・調
査
時
期
は
適
切
か
。
（古
く
な
い
か
）

・調
査
対
象
は
適
切
か
。
（ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
や
受
入
実
績
と
の
整
合
）

・ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
場
合
，
対
象
者
に
必
要
な
情
報
を
明
示
し
て
い
る
か
。

明
示
す
べ
き
事
項
例
：①
学
部
学
科
の
名
称
②
設
置
の
理
念
，
養
成
す
る
人
物
像
③
設
置
場
所
（
ア
ク
セ
ス
）

④
学
生
納
付
金
⑤
競
合
す
る
大
学
・学
部
学
科
等
の
名
称
等

・ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
場
合
，
設
問
項
目
は
適
切
か
。
（入
学
の
意
思
を
明
確
に
確
認
で
き
る
設
問
か
，
単
な
る
意
識
調

査
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
か
）

ウ
重
層
的
な
調
査
（確
認
）が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
（対
応
例
：高
校
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
，
競
合
校
の
状
況
（
全
国
的

な
状
況
，
近
隣
の
状
況
），
学
校
基
本
調
査
や
志
願
動
向
調
査
に
基
づ
く
自
己
分
析
を
実
施
）

エ
既
設
校
に
お
い
て
定
員
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。
（対
応
例
：学
部
学
科
の
改
編
，
未
充
足
学
部
等
の
定
員
縮
小
）

オ
学
生
納
付
金
の
設
定
は
適
切
か
。
（対
応
例
：既
設
学
部
や
近
隣
の
競
合
校
等
の
状
況
を
把
握
・
分
析
）

カ
学
生
確
保
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
を
組
織
的
に
行
っ
て
い
る
か
。

キ
長
期
的
か
つ
安
定
的
に
入
学
定
員
を
上
回
る
入
学
希
望
者
が
い
る
こ
と
の
合
理
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
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1
2

（
２

）
審

査
の

方
法

等

申 請
諮 問

◇
大

学
新

設
案

件
に

つ
い

て
は

１
１

月
～

１
２

月
頃

に
設

置
構

想
審

査
を

，
２

月
～

３
月

頃
に

面
接

審
査

を
実

施
。

学
部

等
新

設
案

件
に

つ
い

て
は

５
月

頃
に

面
接

審
査

ま
た

は
書

面
審

査
を

実
施

。

◇
面

接
審

査
（

各
申

請
者

か
ら

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

形
式

）
の

対
象

者
は

分
科

会
で

決
定

。

◇
分

科
会

が
面

接
審

査
の

必
要

が
な

い
と

判
断

し
た

案
件

は
書

面
に

よ
り

審
査

。

◇
大

学
新

設
案

件
に

つ
い

て
は

１
１

月
～

１
２

月
頃

に
設

置
構

想
審

査
を

，
２

月
～

３
月

頃
に

面
接

審
査

を
実

施
。

学
部

等
新

設
案

件
に

つ
い

て
は

５
月

頃
に

面
接

審
査

ま
た

は
書

面
審

査
を

実
施

。

◇
面

接
審

査
（

各
申

請
者

か
ら

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

形
式

）
の

対
象

者
は

分
科

会
で

決
定

。

◇
分

科
会

が
面

接
審

査
の

必
要

が
な

い
と

判
断

し
た

案
件

は
書

面
に

よ
り

審
査

。

◇
大

学
新

設
案

件
に

つ
い

て
は

５
月

頃
に

，
学

部
等

新
設

案
件

に
つ

い
て

は
７

月
～

８
月

頃
現

地
で

実
施

。

◇
伝

達
意

見
へ

の
対

応
状

況
等

に
つ

い
て

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ほ

か
，

施
設

，
設

備
等

の
整

備
状

況
の

現
地

確
認

，
証

憑
書

類
の

確
認

等
を

実
施

。

◇
大

学
新

設
案

件
に

つ
い

て
は

５
月

頃
に

，
学

部
等

新
設

案
件

に
つ

い
て

は
７

月
～

８
月

頃
現

地
で

実
施

。

◇
伝

達
意

見
へ

の
対

応
状

況
等

に
つ

い
て

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ほ

か
，

施
設

，
設

備
等

の
整

備
状

況
の

現
地

確
認

，
証

憑
書

類
の

確
認

等
を

実
施

。

意 見 伝 達

伝 達 意 見 へ の 回 答

答 申
認 可

①
面

接
(書

面
)審

査
①

面
接

(書
面

)審
査

②
実

地
調

査
（
※

）
②

実
地

調
査

（
※

）

※
申

請
区

分
等

に
よ

っ
て

は
，

「
実

地
調

査
」

を
行

わ
な

い
場

合
が

あ
る

。
※

大
学

新
設

案
件

に
つ

い
て

も
，

６
月

の
追

加
書

類
提

出
後

必
要

に
応

じ
て

７
～

８
月

頃
に

追
加

で
「

実
地

調
査

等
」

を
再

度
実

施
す

る
場

合
が

あ
る

。
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◇
開

設
前

々
年

度
の

１
０

月
末

ま
で

に
財

源
を

保
有

し
て

い
る

こ
と

が
必

要
。

◇
開

設
前

々
々

年
度

（
２

９
年

度
開

設
は

２
６

年
度

末
）

の
貸

借
対

照
表

に
て

財
源

を
確

認
。

◇
６

月
末

の
追

加
書

類
提

出
時

に
改

め
て

，
そ

れ
以

降
の

支
払

い
等

に
係

る
自

己
財

源
の

保
有

状
況

を
確

認
。

◇
開

設
前

々
年

度
の

１
０

月
末

ま
で

に
財

源
を

保
有

し
て

い
る

こ
と

が
必

要
。

◇
開

設
前

々
々

年
度

（
２

９
年

度
開

設
は

２
６

年
度

末
）

の
貸

借
対

照
表

に
て

財
源

を
確

認
。

◇
６

月
末

の
追

加
書

類
提

出
時

に
改

め
て

，
そ

れ
以

降
の

支
払

い
等

に
係

る
自

己
財

源
の

保
有

状
況

を
確

認
。

①
申

請
時

①
申

請
時

1
3

◇
開

設
前

々
年

度
の

３
月

末
ま

で
に

財
源

を
保

有
し

て
い

る
こ

と
が

必
要

。
◇

開
設

前
々

年
度

（
２

９
年

度
開

設
は

２
７

年
度

末
）

の
貸

借
対

照
表

に
て

財
源

を
確

認
。

◇
開

設
前

々
年

度
の

３
月

末
ま

で
に

財
源

を
保

有
し

て
い

る
こ

と
が

必
要

。
◇

開
設

前
々

年
度

（
２

９
年

度
開

設
は

２
７

年
度

末
）

の
貸

借
対

照
表

に
て

財
源

を
確

認
。

（
３

）
設

置
経

費
の

財
源

の
確

認

設
置

経
費

等
の

財
源

は
①

申
請

時
に

，
②

寄
附

金
，

資
産

売
却

収
入

，
そ

の
他

学
校

法
人

の
負

債
と

な
ら

な
い

収
入

に
よ

り
積

み
立

て
ら

れ
た

資
産

を
保

有
し

て
い

る
こ

と
が

必
要

。
設

置
経

費
等

の
財

源
は

①
申

請
時

に
，

②
寄

附
金

，
資

産
売

却
収

入
，

そ
の

他
学

校
法

人
の

負
債

と
な

ら
な

い
収

入
に

よ
り

積
み

立
て

ら
れ

た
資

産
を

保
有

し
て

い
る

こ
と

が
必

要
。

＜
大

学
新

設
案

件
＞

＜
学

部
等

新
設

案
件

＞

◇
借

入
金

に
よ

り
調

達
し

た
寄

附
金

は
設

置
経

費
と

し
て

認
め

ら
れ

な
い

。
こ

の
場

合
，

寄
附

者
が

行
っ

た
借

入

れ
に

限
ら

ず
，

そ
の

原
資

が
借

入
れ

に
よ

る
も

の
で

あ
る

場
合

も
設

置
経

費
と

し
て

認
め

ら
れ

な
い

。
◇

設
置

経
費

相
当

額
の

資
産

を
保

有
し

て
い

る
場

合
に

は
設

置
経

費
等

の
二

分
の

一
を

超
え

な
い

範
囲

で
借

入
金

を
充

て
る

こ
と

が
可

能
。

◇
借

入
金

に
よ

り
調

達
し

た
寄

附
金

は
設

置
経

費
と

し
て

認
め

ら
れ

な
い

。
こ

の
場

合
，

寄
附

者
が

行
っ

た
借

入

れ
に

限
ら

ず
，

そ
の

原
資

が
借

入
れ

に
よ

る
も

の
で

あ
る

場
合

も
設

置
経

費
と

し
て

認
め

ら
れ

な
い

。
◇

設
置

経
費

相
当

額
の

資
産

を
保

有
し

て
い

る
場

合
に

は
設

置
経

費
等

の
二

分
の

一
を

超
え

な
い

範
囲

で
借

入
金

を
充

て
る

こ
と

が
可

能
。

②
負

債
性

の
無

い
自

己
資

金
等

②
負

債
性

の
無

い
自

己
資

金
等
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◇
学

校
法

人
会

計
基

準
の

改
正

に
伴

い
，

平
成

２
７

年
度

予
算

か
ら

新
基

準
に

よ
る

作
成

が
必

要
。

→
「

学
校

法
人

の
寄

附
行

為
等

の
認

可
申

請
に

係
る

書
類

の
様

式
等

（
平

成
6年

文
部

省
告

示
第

11
7号

、
27

年
29

号
改

正
）

」
に

よ
る

様
式

に
て

作
成

が
必

要
。

（
平

成
２

６
年

度
決

算
を

含
め

、
新

会
計

基
準

に
置

き
換

え
て

作
成

）

◇
学

校
法

人
会

計
基

準
の

改
正

に
伴

い
，

平
成

２
７

年
度

予
算

か
ら

新
基

準
に

よ
る

作
成

が
必

要
。

→
「

学
校

法
人

の
寄

附
行

為
等

の
認

可
申

請
に

係
る

書
類

の
様

式
等

（
平

成
6年

文
部

省
告

示
第

11
7号

、
27

年
29

号
改

正
）

」
に

よ
る

様
式

に
て

作
成

が
必

要
。

（
平

成
２

６
年

度
決

算
を

含
め

、
新

会
計

基
準

に
置

き
換

え
て

作
成

）

学
校

法
人

会
計

基
準

の
改

正
学

校
法

人
会

計
基

準
の

改
正

1
4

（
４

）
予

算
・

決
算

書
の

作
成

に
つ

い
て

【
事

業
活

動
収

支
予

算
決

算
総

括
表

】
【

消
費

収
支

予
算

決
算

総
括

表
】

＜
改

正
の

一
例

（
様

式
10

号
そ

の
２

）
＞
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